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輝かしい新春を皆さんと迎えることができました。そして今年

は、２１６の国と地域、２,９００万人以上のスカウト仲間ととも

に創立１００周年という記念すべき年を祝うことになりました。 

１世紀という１つの区切りを契機として、新たな出発点になる

ことを望んでいます。しかし、スカウト数は年々減少しており、

新世紀に向けてこれを少しでも回復させることが、今、私たちが

求められている最大の課題と考えています。 

具体的には、団内各隊が常に２個班（組）以上を維持し、スカ

ウトたちに本来の活動ができるよう、県連盟として最善の取り組

みをして参りたいと考えています。 

ベーデン・パウエルは、１００年前に「班制度」と「進歩制

度」をスカウト活動の柱として位置づけ、少年たちの自発活動に

託してきました。しかし、スカウト数の減少によって、多くの団で「班」を維持することが

困難な状況にあります。言うことは簡単ですが、スカウト数を増やすことには幾多の困難が

伴うかもしれません。しかし、一度（ひとたび）スカウトとなった少年にスカウト活動の真

の楽しさを体験させるには、スカウト隊に２個班以上が確保され、班長を中心に、パトロー

ルシステムが機能できるように努めることが、私たち成人指導者に課せられた努めであると

考えています。 

このことから、平成１９年を新世紀元年と位置付け、この運動に一人でも多くの青少年

を迎え入れることができるようプロジェクトを立ち上げるとともに、各団・各隊と協働して

取り組みたいと考えています。 

また、本運動創立１００周年を世界の仲間とともに祝い、スカ

ウトたちに世界観を実践させる機会になればと望んでいます。県

連盟としても創立１００周年を記念する何らかの事業に取り組む

必要があると考えています。 

このほかに、平成１９年度は、関東ブロックの幹事県連盟とし

ての取り組み、第１５回日本ジャンボリーの第２サブキャンプの

担当県連盟としての準備などがあり、万全の体

制を構築する必要があります。新世紀元年は、

人的にも財的にも厳しい局面を迎えることにな

りますが、これらを乗り越え、今後の県連盟運

営の糧となるよう、前向きに取り組んで参る所

存でございます。 

平成１９年元旦 

日本ボーイスカウト栃木県連盟 

理事長職務代理者 押 田 好 雄 
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技能章(炊事章)考査員養成講習会 

  １２月９日(土)～１０日(日)那

須野営場に、県内の指導者５名が

参加し、炊事章の技能章考査員養

成講習会(前期)が開かれました。 

  (後期）の講習会が１月２０日～

２１日に行われます。 

  平成１８年１１月２３日（木）～

２５日（土）に日本連盟那須野営場

に於いて、団運営研修所関東第１０

期が開設されました。 

  今回は４年ぶりに当番県連である

栃木県の開催であり、星野典雄所長

（栃木県連盟ＬＴ）他、栃木・埼

玉･茨城･群馬県連合同のスタッフの

もと、１８名（内栃木県８名）の参

加がありました。 

団運営研修所 関東第１０期 

《参加者の感想》 

  まずもって、講師の諸

先輩の皆様には、ご多忙

な中をありがとうござい

ました。心から深く感謝

申し上げます。 

  さて、今回の研修にお

いて自隊の普段の活動で

は、なかなか気付かない

点など、改めて振り返らせていただくこともでき、また、他

の団の皆様との情報交換もできまして、有意義な研修でし

た。 

  スネークパンでは、胡桃をまぜるというちょっとした工夫

で美味しくなるなど、おおざっぱな男仕事をしている私には

大きなお土産になりました。食事が美味しくいただけない

キャンプはつまらないもの、育ち盛りのスカウトにとりまし

ては、なおさらだと思います。 

  このような研修参加は久々でしたが、お蔭様でよいリフ

レッシュができました。自隊に戻り、微力ながらスカウトの

技能向上の一助になればと、決意新たにいたしました。 

栃木第１団ボーイ隊 糸井和正 

《参加者の感想》 

「団委員は運営部門を担当し、指導者は

教育部門を担当する」これは基本であり、

実際に行われていなくてはならない事で

す。しかし、団によりそれぞれ事情があ

り、基本どおりに運営がなされていない団

もあります。 

 私が所属する団は、指導者でありながら

団の運営も行っています。団委員がどのよ

うに団の運営に携わっていかなくてはなら

ないのか。団の運営方法を明確にするため

に、隊指導者という立場ですが研修に参加

しました。 

 そこで私が一番強く感じた事は、団の運

営の総責任者である団委員長は、スカウト

活動についてすべてを知り

尽くしていなくてはならな

いのだ、と言う事です。団

委員長の役務の重要性を再

認識させられました。 

 団会議に於いてプログラ

ムの一貫性を保ち、成人の

確保や調整を行い、各隊か

ら提出されたプログラムを

側面から支援し、隊指導者が十分に力を発揮

出来るよう努めなくてはならないのです。 

 実際に基本通りにいかないかもしれません

が、少しでも良い方向にもっていけるように

研修で学んだ事を今後の団運営に生かしてい

きたいと思います。 

宇都宮第１３団  杉本 万里子 
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１１月１９日（日）に日光市「だいやがわ

公園」に於いて、カブ･ビーバーデイが開催さ

れ、今市２団･今市５団･鹿沼１団・鹿沼４団

のスカウト８４名と、各団のリーダーと保護

者、総勢１２０名が参加し行われました。 

６種目のゲームで食材をゲットして、ゲー

ム終了後に全員で「なが～い海苔巻き」を作

成し、なんと！ ２７ｍ８０ｃｍつながりまし

た。ギネスには程遠い長さでしたが、みんな

で大歓声でした。 

その後、各々に海苔巻きをいただき、秋の

一日を楽しみました。味の方は写真をご覧に

なり想像してください。 

宇賀神地区委員長を囲み、西部地区リー

ダーががっちりスクラムを組んで各事業に取

り組んでいます。今後、益々の活動に期待致

します。 
                              

西部地区コミッショナー  疋田 利秀  

西部地区カブ･ビーバーデイ 

《広告》 

「参加保護者の一言」 
 

寒かったが、子ども達の歓声に押されて

一日が終わりました。日ごろの活動に際

し、リーダーのご苦労に感謝します。 

これからも宜しくお願いいたします。 

 

「参加リーダーの一言」 
 

長い海苔巻きに一同大歓声を挙げ、ゲー

ムに関しても怪我人も無く終了したことは

大変喜ばしいことです。「スカウトの笑顔

に乾杯！！」 

製作中 → 完 成 
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「おい！見てみろ、綺麗だぞ」夜明け前、
うっすらと明るくなりかけた空と雨上がり
の雲がオレンジ、紫、淡い水色、灰色の美
しいしま模様を描いている。これは12月の
キャンプの朝の風景、空の変化に気付いた
副長の言葉に空を見上げるスカウトたち。
「あぁ、綺麗だなぁ」と思う。 
「一分間、目を閉じて静かに音を聞いてみ
ましょう」それまで気付かなかった音が耳
に飛び込んで来る。鳥のさえずり、虫の
声、風に揺れる枝葉の音。「自然ってけっ
こう騒がしいんだね」とカブスカウト。こ
れは春のキャンプのスカウツオウンのひと
こま。「うん、そうだね、賑やかだね」と
素直に思う。 
自分の力が及ばない何かに対して、恐れと
尊敬の念を持って接すること、それを通じ
て素直な心を持ち、自分の行動を律するこ
と、あらゆるものを慈しみ、愛情を持つこ
と・・・これが私の信仰の解釈。 

「そんなことをするとバチが当たるよ」・
「いい子にしてないとサンタさんが来ない
よ」と素直に信じる心。 
考えてみれば、素直な心、かなわぬ何かを
信じる気持ちは、むしろ子供たちの方が優
れていると思う。 
スカウティングを通じて、感動や驚き、発
見をスカウト共に楽しみ、素直な心を持ち
続けていたいと思う。 
 

宇都宮第１５団  
ボーイ隊長  和良品文之丞 

∞∞∞∞∞∞∞シリーズ 「信仰のたしなみ」  №１ ∞∞∞∞∞∞∞ 

今回は、アルミ缶と新聞紙でご飯を炊くということに挑戦しました。 
■用意するもの 
・米（１合弱）・アルミ缶２つ（一つは温めてもOKな缶：お茶）・新聞紙１日分・アルミホイル１５ｃｍ 
・石・割り箸×２・はさみ・千枚通し・軍手 
■前準備 
・缶１の蓋の部分を缶きりで開ける 
・缶２の蓋の部分を缶きりで開ける 
・缶２に新聞紙の炊き口を開ける（はさみで簡単に切れます） 
・缶２の上の方に千枚通しで３箇所穴を開ける 
・缶１に米を入れ、割り箸で砥ぐ 
・缶１に入れて水を入れる。（水量：人差し指第二関節） 
・新聞紙の薪を作る（片面を１／８くらいで切り棒状にねじる） 
■あとは、写真のとおりに新聞紙を燃やす 
 炊けたあとは５分くらい蒸らす 
■結果 
  おいしいご飯が炊けました。 

冒険手帳をやってみよう！ 

■ワンポイントアドバイス 
・新聞紙を入れる割り箸があると便利 
・炊きこぼれる水で判断よりアルミホイールの蓋を開いて見る 
・蓋のアルミホイールをしっかり巻かない。多少ゆるめでOK 
■その他 
・火加減しだいでは新聞紙は１日分の半分でOK 
・缶２の炊き口を大きくすると缶１の重さと火力で缶２が曲がる 
・火力調整は口からの風（フーフー）でOK 
■まとめ 
  薪を使えと言うリーダー・灯油を入れろと言うリーダー・・・・
と外野は言いたい放題でした。 
  新聞紙を使うことにより、新聞紙をどう使うか（ねじり方や大き
さとか）を考えることができました。 
  着火から火加減の調整も非常に簡単で、だれでもできる方法だと
思います。 
  薪が簡単に手に入らないところでの使用もOK＝都会？ という考
えもあります。 

栃木第１団  白澤 正年 

冒険手帳とは、災害時にも役に立つ「生きて
いくための技術」がだれにでも身に付けられ
るという内容の本です。（日本連盟需品） 

（県連事務局にて取り扱っています） 
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私 の お き て 指 導 

現在は、昨年度より後進に隊長職をゆずり

副長職に就いておりますので隊長時代の話を

披露したいと思います。 

長年ベンチャー年代の子供たちを指導して

きたので、話をすれば理解してくれる年齢な

ので、苦労をした思い出はありません。とい

うのもベンチャー章取得課題に「ちかい」と

「おきて」に基づいた活動をすることを認め

る。という課題があるからです。 

この時に私と個人面談をして一人ひとりの

理解度に応じて、日連発行の「おきて指導の

手引き」を参考に話をします。 

これで大体のスカウトは理解してくれ、ベ

ンチャー章取得課題はクリアになりますが、

大切なのはこれから。 

わたしはベンチャー年代においては言葉で

の「おきて」の指導は無用と考えています。

ベンチャーは常に我々指導者の行動・言動を

観ています。指導者の行動が「おきて」の日

頃の指導と注意しています。 

例えば指導者は時間には絶対に遅れな

い(スカウトは誠実である)    

自分の食事は絶対にスカウトには作らせ

ない(スカウトは礼儀正しい) 

スカウトの前では飲酒をしない(スカウ

トは勇敢である) 

スカウトの進歩の為なら。スカウトのス

ケジュールにこちらから合わせ個別指導

をする(スカウトは親切である) 

スカウトから貰った連絡メールにはたと

え承諾した・承知しただけの簡単なメー

ルでも返事を出します(スカウトは感謝

の心をもつ)。等 

日頃の私自身の行動がベンチャーにお

ける「おきて」指導であると共に、私自

身の勉強と思い、又スカウトと共に指導

者自身も向上することが「おきて」指導

と心得ております。 

 

佐野第４団 ベンチャー隊副長 

高尾 一 

《広告》 
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ホームページもぜひ見てください。 

http://www.scout-tochigi.jp 

「男体」は地球環境にやさしい大

豆を原料としたインク（ＳＯＹ 

ＩＮＫ）を使用しています。 

【平成１８年】  

１１月    4日（土） 理事会 

１１月 １１日（土） とちぎ教育の日  

１１月 １９日（日） 開発委員会 

１１月 ２３日（木祝） 
      ～２５日（土） 

団運営研修所関東１０期 
  （那須野営場） 

１１月 ２５日（土） 
      ～２６日(日） 

全国事務局長会議 

１１月 ２６日（日） プログラム委員会 

１２月   ２日（土） グローバル委員会 

１２月   ２日（土） 各種運営委員長会議 

１２月   ９日（土） 
      ～１０日(日） 

技能章（炊事章）考査員養成講習会 
（那須野営場） 

１２月 １０日（日） 名誉会議 

１２月 １０日（日） コミッショナー全体会議 

１２月 ２５日（月） 組織委員会 

  

今後の予定  

【平成１９年】  

１月   ６日（土） 理事会  （大田原市） 

１月   ６日（土） 
       ～７日（日） 

団役員指導者研修会  （大田原市） 

１月   ７日（日） 団委員長・事務担当者会議 （大田原市） 

１月  １４日（日） スカウトソング研修会 （真岡市） 

１月  ２０日（土） 
      ～２１日(日） 

技能章（炊事章）考査員養成講習会 
（那須野営場） 

１月  ２１日（日） 女性リーダーの集い （小山市） 

２月    ３日（土） 各種運営委員長会議 

２月  １７日（土） 名誉会議 

２月  ２５日（日） 救急法講習会  （小山市） 

３月    ３日（土） 理事会 

３月    ４日（日） リーダーセミナー/地図とコンパス （那須烏山市） 

３月  １０日（土） 
      ～１１日（日） 

トレーニングチーム研究集会 
（栃木市） 

３月  １８日（日） リーダーセミナー/環境教育 （日光市） 

３月  １８日（日） 県連登録審査会 

３月  ３１日（土） 
   ～４月２日（月） 

県ＶＳ大会 （真岡市） 

３月  ２４日（土） 名誉会議 

作：をかもと 

日本ボーイスカウト栃木県連盟 機関紙 

 

320-0043 

栃木県宇都宮市桜四丁目２番２号 

電話  028（621）9800 

Fax  028（621）9800 

Email  bstochig@m14.alpha-net.ne.jp 

          info@scout-tochigi.jp 

事務局の動き 


